
   凪凪凪通通通信信信～～～あああおおおぞぞぞららら食食食堂堂堂（（（炊炊炊出出出ししし・・・復復復興興興支支支援援援）））活活活動動動報報報告告告   
第９号 発行  平成２４年２月１７日 株式会社 凪スピリッツ メディア部編集  

 

◆2012 年１月報告書・・・・・・・・・ラーメン凪  復興支援活動担当 あおぞら食堂責任者 椎葉三江 

 

              
    （近所、雪の日の様子）                   （田束山から拝む初日の出） 

 １月度のあおぞら食堂の活動報告をさせていただきます。毎朝外を見るのが怖いくらいの寒波

です。従来はそんなに雪が降る日はないと聞いていただけに、朝外を見ると積もってるということ

が多いのも何かの自然現象の変化なのでしょうか。。。 
そんなことを思いながらの日々を過ごしております。さて１月はお正月休みや東京出張、また私

の体調不良による休業などもあり、営業日の極端に少ない月となってしまいました。 
暖かいラーメンを待っていてくださる皆様にご迷惑をおかけしてしまったこと、深く反省致します

と共に体調管理の大切さや仲間との繋がりが身にしみた月でもありました。 

              

ご心配をおかけした皆様ありがとうございました。 



            

（伊里前仮設商店街で販売中の復興グッズ）          （わかめ漁の漁師さん） 
ここ南三陸町の動きとしては町のあちらこちらに仮設ではありますが、集会所や加工場などが 
できたり、建設予定の話が聞こえてきたりと、寒さとは裏腹に心温まるような話も多く聞こえてき

ました。 
            

  

    （有限会社大勝水産）                   （船着場の基礎部分） 
皆さん「まだまだ復興にはほど遠いけど、何もしなかったら進まないからな」と笑顔でがんばって

いらっしゃいます。 
また、日ごろよりお世話になっております「日本災害復興支援団体 一般社団法人仙台とどけ

隊」の皆様は、様々な被災地支援に加え気仙沼鹿折地区への「気仙沼復幸マルシェ」（居酒屋さ

んや治療院やアパレル店舗などが連なる商業地）の設営 
および運営という大きな活動をされていらっしゃいます。 
この、地元住民の方々への雇用促進、地元経済への還元を目的とされた計画は１月２８日にプ

レオープンが無事終了しグランドオープンは３月上旬とのことです。 
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「あおぞら食堂」同様、日本中いえ世界中の皆さんの想いが詰まった「復幸マルシェ」の一日も

早いオープンを、心よりお祈りいたしますと共に「日本災害復興支援団体 一般社団法人仙台とど

け隊」の皆様の日々の活動に深く感謝いたします。 

                
    （ホタテ養殖用の漁具）               （わかめに塩を絡める機械）   
最近ご提供させていただいているラーメンは鱈やスケソウダラのアラを多く使わせていただいて

おりますが臭みのないすっきりとしたスープが出来上がっております。 
少し煮干しを加えてより魚感を出したりも試みてみましたが、やはり鮮魚のみの出汁の方が海

を近く感じることが出来るようでしたので現在はスープへは魚のアラのみを使用させていただいて

おります。               

                 （この道具でわかめをボイルします） 

                
 （ラーメンに使用している南三陸町のわかめ）           （わかめ漁風景）    
 
また、採りたてのワカメを入れることで磯の香りをさらにグレードアップすることができておりま

す。 



     
これには地元の方々のご協力を頂いております。 
しょうゆ、塩、味噌の３パターンでお選びいただいておりますがしょうゆが人気のようです。 
               

 
（仲良く食べに来てくれる高校生の子達）       （地元のお母さんたち） 
             

中でもやわらかく煮込んだチャーシューは大人気で朝一の出来立てのチャーシューをねらって

来てくださる方もいらっしゃいます。 
本当にありがたいです。現状に満足せず更に進歩できるよう勉強いたします。 
餃子はここ最近の野菜の高騰によりキャベツが入手困難のため白菜とねぎ頭を使ったものへと

変えてみました。 
白菜とネギの甘みと食感が気に入っていただけたようで以前よりご注文も増えたようです。 
楽しみに来てくださる方々の期待を裏切らないよう、安心できる味を日々探求していけたらと思

っております。 
少しずつではありますが「あおぞら食堂」にも変化が出てきました。 
まずは、この同じ敷地内に「橋本水産」様の加工場、鉄道の駅風な佇まいの物産館「みなさん

館」が出来ることとなりました。 
「邪魔になるのでは？」「必要としてくださっているのか？」などいろいろな想いがありましたが

「是非一緒に盛り上げていって欲しい」というありがたいお言葉を頂き、今まで通りこの場所で地元

の方々と一緒に活動させていただくこととなりました。本当にありがとうございます。 
早速２月６日より基礎撤去作業が始まり建設準備が行われるようです。 
       
「あおぞら食堂」は基礎撤去作業の期間２週間程度休業させていただきます。 
その期間は保健所の申請等に有効に活用させていただきたいと思っております。 
また、皆様からの募金や皆様のご支援をはっきりとした形でお伝えできるよう「あおぞら食堂」を

社団法人化へ向け動いていくこととなりました。 



こちらは現在手続きなどを進めております。 
少しずつかもしれませんが地元の方々と一緒に芽吹いていけるよう力強く根をはっていきたい

と思います。 

            

これからも「あおぞら食堂」をよろしくお願いいたします。 
 

◆ラーメン凪グループ各店 1 月募金額 
1 末月現在の募金総額です。12 月 6,061,865 円+1 月募金額 34,144 円＝ 合計 6,096,009 円  。1 月

末での募金累計総額は 6,096,009 円になります。皆様のご協力に、心より感謝申し上げます。 

 

◆協賛企業紹介（順不同） 

株式会社アブ・アウト（らーめん山頭火）様、株式会社 アール・エー・アール『麺や七彩』様、カネジン食

品株式会社様、『災害復興支援団体』仙台・とどけ隊様、社団法人 日本トレーラーハウス協会様、仙

台ラーメン店 五福星様、災害救援ネットワーク埼玉様、大崎裕史様、東京食文化創研舎（食文研）様、

株式会社カナテック様、株式会社 Pacific japan 小林様（歌津カー）、株式会社興 明道宇弘様（エコラ

イン寸胴鍋） 株式会社クーカル様 以上。 


